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（様式第２号）

令和 4年 12月 16 日

SDGs達成に向けた宣言書

宣言者 所在地 秋田市中通2-5-21

名 称 東京海上日動火災保険株式会社

秋田支店

代表者 支店長 福田 宏次郎

は、SDGs の内容を理解し、SDGs達成に向けた

方針及び取組を次のとおり宣言します。

SDGs 達成に向けた取組方針等と目指す姿

３側面

(主な分

野にþ)

SDGs 達成に向けた

重点的な取組

2030年に向けた

指標

重点的な取組及び

指標の進捗状況

（※初回記入不要。１年ごとに要報告）

初回登録年月日：Ｒ3年 11月 19日

関連する主な

SDGsゴール

（最大３つ）

þ経済

þ社会

☐環境

・災害レジリエンス

向上

・穏やかで心豊かな

生活の支援

■「BCP」「健康経営」「サ

イバーリスクへの備え」な

ど、安心・安全でサステナ

ブルな事業活動を行うため

に有益な情報の普及・啓発

活動実施と必要な支援・サ

ービスの提供

■通信機能付きドライブレ

コーダーを活用した事故対

応・事故防止・安全運転支

援（自動車保険DAP特約

の普及・促進）

■スマホアプリ（モバイル

エージェント・マイペー

ジ）の普及・促進によるお

客様利便性向上

■「住まいの保険×赤い羽

根 防災・減災プログラ

ム」による地域の防災・減

災への貢献

■秋田県、秋田商工会議

所など関係者の皆様と連

携しながら、BCPセミナ

ー(8/24)、健康経営セミ

ナー(10/4)を開催するな

ど、啓発活動を行ってい

る。＜別途添付ファイル

参照＞

■秋田県警と連携して通

信機能付きドライブレコ

ーダーのパンフレットを

作成・配布し、県民の皆

様の交通安全・事故防止

等に努めている。＜別途

添付ファイル参照＞

■お客様利便性向上のた

めスマホアプリの普及促

進に努めており、普及率

19.0％(前年同期比

+8.4%)。「いざ」という

3

９

11

「お客様や地域社会の“いざ”をお守りする」という弊社の存在意義(パーパス)を念頭に、お客様、代理店

さん、地域社会の皆様とともに「安心・安全をお届けする」、「地球を守る」、「人を支える」ことで、事業

活動を通じた社会課題解決と持続可能な社会の実現に貢献します。

東京海上日動火災保険株式会社 秋田支店
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とき真に役に立つよう推

進中。

☐経済

þ社会

þ環境

・社会貢献活動の実

践

・人権啓発研修を通

じたD&I の推進・

浸透

■秋田県版健康経営優良法

人の認定取得継続

■社会貢献活動従業員参加

率延べ 100％以上の達成

■人権啓発研修実施による

従業員のD&I 意識向上

■秋田県版健康経営優良

法人・令和4年度継続中

■令和4年度社会貢献活

動は、12月現在

66.7％。参加率 100％に

向けて引き続き活動中。

■人権啓発研修令和4年

度、従業員全員受講済
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þ経済

☐社会

þ環境

・気候変動対策の推

進

■Web 約款・Web証券の

普及・促進によるペーパー

レス化推進

■社有車の電動車(EV・

PHV・HV等)化促進

■Web証券比率11月実

績 11.4％。全国一斉に

スタートしたペーパーレ

スの取り組みと連動しな

がら、さらに推進をはか

る。

■社有車の電動車(EV・

PHV・HV等)化比率 12

月現在 19.1%(9/47

台)。引き続き促進をはか

る。
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ゴー

ル

番号

内容
アイコ

ン

ゴー

ル

番号

内容
アイコ

ン

１ 貧困をなくそう ９
産業と技術革新の

基盤をつくろう

２ 飢餓をゼロに １０
人や国の不平等を

なくそう

３
すべてに人に健康

と福祉を
１１

住み続けられるま

ちづくりを

４
質の高い教育をみ

んなに
１２

つくる責任、つか

う責任

５
ジェンダー平等を

実現しよう
１３

気候変動に具体的

な対策を

６
安全な水とトイレ

を世界中に
１４

海の豊かさを守ろ

う

７

エネルギーをみん

なに、そしてクリ

ーンに

１５
陸の豊かさも守ろ

う

８
働きがいも経済成

長も
１６

平和と公正をすべ

ての人に

１７

パートナーシップ

で目標を達成しよ

う


